
まえがき
学園祭にサークル参加しようと思い立ったにあたり、せっかくだからフェ
リーで何かしたいと思い立って船で上京した時の話をコピー本にすることに
しました。
首都圏に発着する旅客フェリーは大洗と北海道、そして有明、横須賀と九州
を結ぶ 3航路がありますが、今回はそのうち九州からの 2路線、2年前に乗っ
た「東京九州フェリー」と今回乗る「オーシャン東九フェリー」について書こ
うと思います。
そう、「今回」なんです、今まさに東京へ向かう船の中でこの原稿を書いて
います。もし間に合わなかった場合は前半部分だけのペラペラなコピー本が
出ることになるので、その時は笑ってやってください。

3



東京九州フェリー
2023年に学園祭に一般参加で行った時にフェリーで上京しようと思い立ち
ました。そんなわけで一日目はほぼ九州観光でしたね。午前中に北九州まで
移動し、昼間たっぷり観光してフェリーの時間に備えるというかんぺきな計
画だ！

特に今回見たかったのは下関漁港閘門。せっかく閘門が作動して道路が持
ち上がる時間に合わせて行ったというのに故障中でしたよ、なんてこった！
下関市の公式サイトを見ても故障の状況について書かれてないので今は修理
されたのかどうかも不明です……。

夜行の交通機関、特に夜行バスでありがちなんですが、出発が深夜なので
それまでの時間潰しに難儀しました。送迎バスが出発する小倉駅の反対側は
飲食店街があるので適当な居酒屋にでも行けばよかったのかもしれませんが、
それはそれで高くつくし、一人で居酒屋に延々居座るのはコメダといい勝負
なくらい気まずいぜ！
幸いにして駅前にネットカフェがあったのでそこで時間を潰すことにしま
した。4月末で昼間はだいぶん暖かいのですが夜になると思ったより寒かった
ので時間まで外でぼんやり待ってたらバスに乗る前に凍えるところでしたよ。

東京九州フェリーは本来新造船を使っているのですが、GW を初めとする
繁忙期には本来日本海側の航路で使われている新日本海フェリーの大型船が
ヘルプで使われるようです。それでも 2012年就航の船なのでまあまあ新しい
んですけどね。
この便は深夜出航なので残念ながらレストランは開いていません。乗船し
たらお風呂に入っていい感じにぬくもり…したらちょうど消灯になったので
素直に寝て明日に備えます。個室とはいえ大部屋を改修したもののようで、照
明と空調はブロックで共同だったので消灯があるんですね。
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オーシャン東九フェリー
そして 2025年、今年の学園祭にむけてオーシャン東九フェリーで再び上京
します。
この航路は東京～徳島～門司を概ね一日半かけて結ぶ長距離航路で 4 隻体
制での運航という何気に大規模な航路ではあるのですがほぼトラック向けと
いうこともあり実は 1 隻当たりの定員数はあまり多くありません。今回乗る
のは GWの中日、平日の出発なのでまぁ慌てて予約しなくても大丈夫だろう
けど…と思いつつ念のため予約開始直後にアクセスしてなかったら危ないと
ころでしたね……。

今回はふた学サークル参加ということもあり、荷物が多くなってしまった
ためスーツケース持参となったのですがこれの何が困るってコインロッカー
がないんですよ…! 特大サイズが入るロッカーは主要駅のごく一部だけで数が
限られてる上に値段も高い! 900円ってマジかよ…
ちなみに門司駅からフェリーターミナルへの送迎タクシーでもトランクに
入らなくて縦にしたり横にしたりしてなんとか載せてもらいました。なんか
もうホントすみません……。

まあ今回は時間の余裕があまりなかったので観光はほどほどに、行く機会
がありそうでなかった小倉駅近くの「ゼンリンミュージアム」に行ってきまし
た。住宅地図のゼンリンです。
ゼンリンらしく地図をテーマとした歴史と資料を交えた展示が主で、この
日は企画展示として山陽新幹線の歴史に関する展示が行われていました。そ
うそう、子供のころあった「小郡」駅って今は名前変わってるんですよね。

もう一つ行きたかった場所としては洗面台や便器でおなじみ TOTO の
ショールームも小倉駅近くにあるのですがこちらはまた別の機会に行くこと
にします。そして行ったら日記を書いてスレを立てよう。
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あとがき
この部分を書いている現在、浜松沖約 100kmの海上にいます。ふた学では
なんとかページが揃った状態の本をお出しできそうです。

船内で書く分を 9 ページも確保したんだから目についたことや伝えたいこ
とは何でも書けるぞ! と意気込んでいたのですが、いざ乗船して書き始めてみ
るとあれも書きたい、これも書きたいと思いつつページに収めるために削っ
たりページに収める程には書けなくて諦めたりと試行錯誤することになって、
epubで思いついただけ書けばいい日記のおまとめと違って限られた時間で決
まったページに収める難しさを改めて実感したのでした。

レポ漫画はすべて準備完了して明日の下船に備えて寝るところで終わって
いますが、実際にはこの通り、今まさにコインランドリーで洗濯中です (笑)

ていうか洗濯時間 130分って長くない? コインランドリーってこんなもんで
したっけ??

翌朝は 5 時半に有明着、そこから東京駅までバスが出ていますがその後ど
うせいっちゅうねんという状態です。東京だし 6 時くらいならもうお店開い
てるのかしら。昔夜行バスで新宿南口に放り出されたときは公衆トイレくら
いしか開いてなかったんですが。

この本を手に取ってくれた「」やとしあきがフェリーの旅に興味を持ってく
れたり乗船レポを書いてスレを立てたりしてくれると頑張った甲斐があった
と大変励みになります。
そして船旅が流行ってフェリーの将来が安泰になりますように。
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